
     

長 

浜 

名 

物 ｢
 

赤 

橋 

」 

肱
川
は
、
四
百
七
十
四
も
の
支

川
を
併
せ
持
つ
愛
媛
県
最
大
の

一
級
河
川
で
あ
る
。
県
西
部
、
西

予
市
宇
和
町
鳥
坂
峠
に
源
を
発

し
、
い
っ
た
ん
南
流
し
た
後
、
東

に
向
き
を
変
え
、
北
西
へ
と
大
き

く
方
向
を
転
じ
て
蛇
行
し
な
が

ら
流
下
し
、
大
洲
市
長
浜
町
で
伊

予
灘
へ
注
ぐ
。 

 

河
口
に
架
か
る
朱
に
塗
ら
れ

た
長
浜
大
橋
は
、
長
さ
二
百
二
十

六
メ
ー
ト
ル
、
幅
五
・
五
メ
ー
ト

ル
の
道
路
橋
。
昭
和
十
年
八
月
に

竣
工
し
た
こ
の
橋
は
、
バ
ス

キ
ュ
ー
ル
式
（
跳
ね
上
げ
式
）
可

動
橋
と
し
て
は
、
我
が
国
最
古
で

あ
る
。 

昭
和
五
十
二
年
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
の
新
長
浜
大
橋
の
完
成

に
よ
り
、
長
浜
大
橋
は
幹
線
道
路

と
し
て
の
役
割
を
新
大
橋
に

譲
っ
た
が
、
生
活
道
と
し
て
地
元

の
人
た
ち
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

 

ま
た
、
観
光
の
目
玉
と
し
て
毎

週
日
曜
日
に
行
う
橋
の
開
閉
や
、

夏
季
の
夜
の
幻
想
的
な
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
、
初
冬
の
朝
、
白
い

霧
を
伴
っ
た
強
風
が
吹
き
抜
け

る
「
肱
川
あ
ら
し
」
を
一
目
見
よ

う
と
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
人
が

訪
れ
て
い
る
。  

▲長浜町特有の神秘的な自然現象
｢肱川あらし｣に吹かれる長浜 
大橋 
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各
行
政
機
関
で
は
、
今
ま
で
の
災
害

か
ら
の
教
訓
を
生
か
し
、
災
害
対
策
基

本
法
を
基
に
、
い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る

か
分
か
ら
な
い
自
然
災
害
か
ら
、
住
民

の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、
い
ろ
い

ろ
な
防
災
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 
 

 

「
災
害
に
強
い ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
」

徳
島
県
美
馬
市
長 

牧
田 

久 

氏 

  

美
馬
市
は
、
徳
島
県
の
西
部
に
位
置

し
、
市
の
ほ
ぼ
中
央
を
東
西
に
四
国
三

郎
「
吉
野
川
」
が
流
れ
、
穴
吹
川
な
ど

幾
多
の
川
が
吉
野
川
に
流
れ
込
み
、
そ

の
沿
岸
の
平
野
部
が
主
な
可
住
地
で
す
。 

 

し
か
し
、
現
在
の
清
ら
か
で
美
し
い

市
内
を
流
れ
る
各
河
川
も
数
十
年
前
ま

で
は
、
出
水
時
に
は
毎
年
の
よ
う
に
氾

濫
を
繰
り
返
し
、
各
地
域
に
大
き
な
ダ

メ
ー
ジ
を
与
え
て
き
ま
し
た
。 

 

特
に
、
昭
和
五
十
年
、
五
十
一
年
と

連
続
し
て
大
災
害
を
受
け
た
穴
吹
町
に

お
い
て
は
、
早
急
な
土
砂
災
害
対
策
へ

の
取
り
組
み
が
急
務
で
し
た
。
国
の
指

導
並
び
に
徳
島
県
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

砂
防
堰
堤
や
護
岸
工
を
は
じ
め
と
す
る

各
砂
防
施
設
整
備
に
力
を
注
ぎ
、
地
域

の
機
能
回
復
と
住
民
の
安
全
確
保
を
図

り
ま
し
た
。 

     

そ
の
後
も
、
被
災
に
対
す
る
心
構
え

を
怠
る
こ
と
な
く
、
災
害
対
策
と
し
て

の
砂
防
事
業
に
お
い
て
、
地
域
や
行
政

が
よ
り
一
層
連
絡
体
制
を
密
に
し
な
が

ら
、
事
業
自
体
が
後
手
に
回
る
こ
と
な

く
、
先
手
、
先
手
の
諸
施
策
を
展
開
す

る
こ
と
で
、
土
砂
災
害
に
対
す
る
地
域

の
安
全
性
や
生
活
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
向

上
を
も
リ
ン
ク
で
き
る
よ
う
、
流
域
全

体
を
捕
ら
え
た
、
将
来
性
の
あ
る
各
事

業
の
展
開
を
図
る
べ
く
計
画
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

 

な
お
、
美
馬
市
で
は
、
近
年
に
お
け

る
異
常
気
象
の
影
響
で
、
何
時
何
処
で

起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や

土
砂
災
害
に
対
し
、
各
防
災
施
設
の
整

備
の
み
で
な
く
、
人
的
組
織
の
強
化
に

も
注
目
し
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
や

地
域
消
防
団
と
の
連
携
、
各
種
防
災
機

器
の
設
置
も
併
せ
て
行
う
な
ど
、
町
ぐ

る
み
で
総
合
力
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
努

力
し
て
い
ま
す
。 

今
後
も
、
各
地
域
の
危
険
区
域
の
調

査
や
実
情
の
把
握
を
十
分
に
行
い
、
地

域
住
民
の
生
命
・
家
屋
・
生
活
を
守
る

た
め
の
砂
防
事
業
を
注
意
深
く
、
慎
重

か
つ
迅
速
に
進
め
な
が
ら
、
対
象
地
域

の
環
境
面
に
も
配
慮
し
た
事
業
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。 

 

過
去
の
災
害
の
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と

な
く
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

居
場
所
を
確
立
し
、
常
に
人
々
に
元
気

を
与
え
続
け
る
こ
と
が
で
き
、
更
に
は
、

明
る
く
、
力
強
く
、
誰
も
が
住
み
た
く

な
る
ま
ち
、
『
四
国
の
ま
ほ
ろ
ば
美
馬

市
』
を
目
指
し
、
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。 

  

「
安
心
で
安
全
な 

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
」

香
川
県
高
松
市
長 

大
西 

秀
人 

氏 

 

 

高
松
市
は
香
川
県
の
中
央
部
に
あ
り
、

暮
ら
し
や
経
済
文
化
な
ど
様
々
な
面
で

瀬
戸
内
海
と
深
く
関
わ
り
、
飛
躍
し
て

き
ま
し
た
。 

近
年
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
気
象
変

動
の
影
響
等
に
よ
り
、
全
国
各
地
で
局

地
的
な
集
中
豪
雨
や
台
風
に
よ
る
大
雨

が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
多
く
の
尊
い
人

命
や
財
産
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、

豪
雨
や
土
砂
災
害
の
更
な
る
多
発
、
激

甚
化
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
高
松
市
で
は
、

沿
岸
部
か
ら
山
間
部
に
至
る
ま
で
、
地

域
特
性
に
応
じ
た
防
災
対
策
を
進
め
て

お
り
、
沿
岸
部
で
は
、
高
潮
を
想
定
し

た
護
岸
の
嵩
上
工
事
を
、
香
川
県
と
協

力
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。 

 
ま
た
、
昭
和
初
期
に
合
流
式
の
下
水

道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
中
心
市
街
地
で

は
、
そ
の
排
水
能
力
の
不
足
に
よ
り
、

台
風
の
た
び
に
浸
水
被
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
特
に
、
平
成
十
六
年
の
台
風

十
六
号
で
甚
大
な
浸
水
被
害
が
発
生
し

た
こ
と
か
ら
、
平
成
十
七
年
度
に
中
心

市
街
地
浸
水
対
策
計
画
を
策
定
し
、
新

た
な
バ
イ
パ
ス
幹
線
管
渠
の
埋
設
と
ポ

ン
プ
の
増
設
に
よ
る
、
浸
水
被
害
の
軽

減
・
解
消
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

一
方
、
山
間
部
に
お
け
る
土
砂
災
害

防
止
対
策
と
し
て
は
、
平
成
十
八
年
度

か
ら
香
川
県
と
共
同
で
土
砂
災
害
の
警

戒
区
域
（
イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
）
お
よ
び

特
別
警
戒
区
域
（
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
）
の

調
査
お
よ
び
区
域
設
定
を
行
っ
て
お
り
、

市
民
等
へ
の
危
険
箇
所
の
周
知
、
警
戒

避
難
体
制
の
整
備
、
住
宅
等
の
新
規
立

地
規
制
、
既
存
住
宅
の
移
転
促
進
と

い
っ
た
ソ
フ
ト
対
策
の
充
実
に
も
努
め

て
い
ま
す
。 

 

高
松
市
民
は
、
平
成
十
六
年
の
台
風

に
よ
る
浸
水
災
害
に
よ
り
、
心
身
と
も

に
大
き
な
痛
手
を
被
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
に
よ
り
住
民
の
防
災
意
識
は
高
ま
り
、

自
助
の
面
で
大
き
く
成
長
し
て
い
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。
災
害
防
止
対
策

は
も
ち
ろ
ん
重
要
で
す
が
、｢

災
害
は
起

き
る
も
の
」
と
の
前
提
に
立
ち
、
過
去

の
教
訓
を
生
か
し
、
今
後
と
も
地
域
住

民
と
一
体
と
な
っ
た
防
災
対
策
に
取
り

組
む
こ
と
に
よ
り
、
安
心
で
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。 

  ｢

安
き
に
居
り
て 

危
き
を
思
う｣

 

 

愛
媛
県
八
幡
浜
市
長 

大
城 

一
郎 

氏 

  

八
幡
浜
市
は
愛
媛
県
西
端
に
あ
る
佐

田
岬
半
島
の
付
け
根
に
位
置
し
、
北
に

伊
予
灘
・
西
に
宇
和
海
を
望
み
、
丘
陵

地
が
多
く
、
海
は
リ
ア
ス
式
海
岸
が
続

特 

集 

防 

災 

対 

策 



き
、
温
暖
で
風
光
明
媚
な
地
域
で
す
。 

 
八
幡
浜
市
は
自
然
災
害
も
極
め
て
少

な
く
、
昭
和
十
八
年
の
記
録
的
豪
雨
に

よ
る
大
水
害
及
び
昭
和
二
十
一
年
の
南

海
地
震
以
降
、
六
十
年
余
り
大
災
害
の

な
い
穏
や
か
で
恵
ま
れ
た
市
で
す
。 

 

災
害
の
少
な
い
市
で
す
が
、
近
い
将

来
発
生
が
確
実
と
言
わ
れ
て
い
る
南
海

地
震
や
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
備
え
た
防
災

体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題

で
あ
り
、
様
々
な
支
援
活
動
や
教
育
研

修
の
積
極
的
な
推
進
を
心
が
け
て
い
ま

す
。 

 

ま
た
、
防
災
対
策
は
、
ハ
ー
ド
対
策

と
ソ
フ
ト
対
策
が
一
体
と
な
っ
た
総
合

的
対
策
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。 

 

特
に
ソ
フ
ト
対
策
と
し
て
、
災
害
の

危
機
意
識
の
乏
し
い
市
民
の
皆
様
に 

｢

防
災
の
心
」｢

防
災
の
知
恵
や
技
術
」

｢

防
災
の
つ
な
が
り
」
と
い
っ
た
も
の
を

し
っ
か
り
身
に
付
け
て
頂
く
よ
う
、「
自

主
防
災
組
織
」
の
結
成
促
進
を
行
っ
て

き
た
と
こ
ろ
、
公
民
館
等
の
協
力
に
よ

り
、
組
織
結
成
率
百
パ
ー
セ
ン
ト
に
な

り
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
平
成
二
十
年
一
月
に
は
、

自
主
防
災
組
織
間
の
横
断
的
な
繋
が
り

を
強
化
す
る
た
め
、
「
八
幡
浜
市
自
主

防
災
会
連
絡
協
議
会
」
を
設
立
し
、
住

民
と
行
政
が
協
働
し
た
防
災
組
織
の
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

毎
年
、
全
て
の
自
主
防
災
会
が
市
内

一
斉
に
防
災
訓
練
を
実
施
し
、
平
成
二

十
年
の
訓
練
で
は
、
二
百
六
十
八
箇
所

の
避
難
（
集
合
）
場
所
に
七
千
二
百
八

十
九
名
が
避
難
（
集
合
）
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
百
二
十
箇
所
の
会
場
で
防
災

講
習
会
を
実
施
し
、
地
域
住
民
に
防
災

啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
後
と
も
、｢

安
き
に
居
り
て
危
き
を

思
う
」
の
考
え
の
も
と
、
国
、
県
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
機
関
、
そ
し
て
市
民

と
協
働
し
な
が
ら
、
防
災
対
策
を
進
め

て
い
き
ま
す
。 

  ｢

か
つ
お
の
街
の
防
災
事
業｣

 

高
知
県
中
土
佐
町
長 

池
田 

洋
光 

氏 

  
中
土
佐
町
は
、
高
知
県
の
中
西
部
に

位
置
し
、
太
平
洋
に
面
し
た
海
岸
部
と
、

海
抜
三
百
メ
ー
ト
ル
以
上
の
山
々
に
囲

ま
れ
た
日
本
最
後
の
清
流
四
万
十
川
が

流
れ
る
台
地
部
か
ら
な
り
ま
す
。 

 

北
西
お
よ
び
西
南
に
は
山
嶺
が
連
な

り
、
こ
れ
ら
の
山
嶺
に
源
を
発
す
る
本

町
の
中
小
河
川
は
急
勾
配
の
ま
ま
土
佐

湾
に
注
ぐ
た
め
、
浸
食
力
が
大
き
く
荒

れ
川
の
傾
向
が
あ
り
ま
す
。 

 

そ
の
た
め
、
本
町
は
、
治
水
対
策
の

推
進
が
町
政
発
展
の
た
め
不
可
欠
で
あ

り
、
治
水
整
備
に
つ
い
て
は
関
係
機
関

に
要
請
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
今
世
紀
前
半
に
も
発
生
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
南
海
地
震
が
起
こ
る
と
、

揺
れ
に
よ
る
建
物
の
倒
壊
や
道
路
の
寸

断
、
津
波
の
来
襲
な
ど
様
々
な
被
害
に

よ
り
、
通
常
の
場
合
と
同
じ
よ
う
な
消

防
活
動
や
救
助
活
動
を
行
う
こ
と
が
困

難
と
な
り
ま
す
が
、
防
災
関
係
機
関
は

総
力
を
あ
げ
て
対
処
し
ま
す
。 

 

町
で
は
、
大
災
害
が
起
こ
っ
た
時
の

こ
と
を
考
え
、
隣
近
所
の
人
と
協
力
し

合
い
、｢

自
分
た
ち
の
ま
ち
は
、
自
分
た

ち
で
守
る
」
と
い
う
意
識
の
も
と
に
、

自
発
的
な
防
災
活
動
を
行
う
自
主
防
災

組
織
の
設
置
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
自
治
会
や
町
内
会
と
い
っ
た

生
活
に
密
着
し
た
組
織
を
軸
と
し
て
、

身
近
な
年
間
行
事
の
中
に
「
防
災
活
動
」

を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
自
主
防
災
組

織
と
し
て
十
分
役
割
を
果
た
す
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。 

       ｢

肱
川
水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

事
業｣

完
成
に
よ
る
通
水
式
の
開
催 

  

四
月
二
十
六
日
、
愛
媛
県
大
洲
市
の

大
洲
地
区
お
は
な
は
ん
通
り
に
お
い
て
、

「
肱
川
水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

事
業
」
の
完
成
に
よ
り
、
通
水
式
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
「
肱
川
水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
整
備
事
業
」
と
は
、
大
洲
市
内
を
流

れ
る
水
路
の
水
量
が
不
安
定
で
あ
り
、

時
季
に
よ
っ
て
は
水
量
が
極
端
に
減
少

し
、
水
質
の
悪
化
が
見
ら
れ
る
た
め
、

市
内
水
路
と
内
堀
菖
蒲
園
の
水
質
を
改

善
す
る
た
め
、
き
れ
い
な
肱
川
の
水
を

導
水
し
、
水
質
の
改
善
を
図
る
も
の
で

す
。 

こ
う
し
た
防
災
意
識
の
高
い
住
民
か

ら
、
安
全
・
安
心
な
生
活
の
基
盤
と
な

る
河
川
改
修
事
業
の
推
進
を
強
く
求
め

る
声
が
あ
り
、
管
理
者
で
あ
る
県
に
対

し
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

      

通
水
式
で
は
、
地
元
関
係
者
や
大
洲

農
業
高
等
学
校
の
生
徒
な
ど
約
四
十
名

の
出
席
の
も
と
、
大
洲
市
長
か
ら
の
挨

拶
、
大
洲
河
川
国
道
事
務
所
長
と
大
洲

市
議
会
議
長
か
ら
の
祝
辞
に
続
き
、
大

洲
農
業
高
等
学
校
の
生
徒
に
よ
る
竹
の

プ
ラ
ン
タ
ー
に
よ
る
花
の
植
栽
後
、
関

係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
よ
り
水

路
へ
の
通
水
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
地
元
の
子
供
た
ち
に
よ
り
水
路
へ

魚
を
放
流
し
ま
し
た
。 

 

市
内
の
水
路
が
き
れ
い
に
な
り
、
こ

の
水
路
が
大
洲
の
歴
史
的
な
町
並
み
と

と
も
に
「
水
郷
大
洲
」
を
大
き
く
ア
ピ
ー

ル
で
き
、
多
く
の
観
光
客
が
こ
の
地
に

や
っ
て
く
る
こ
と
を
祈
願
し
て
通
水
式

は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。 

川 

の 

ト 

ピ 

ッ 

ク 

ス 



 

 

 
 

 
 

 
 

  

平
成
二
十
一
年
度 

物
部
川
・
仁
淀
川 

水
防
演
習
を
実
施 

 

  

五
月
二
十
四
日
、
高
知
県
南
国
市
物

部
地
先
の
物
部
川
橋
下
流
右
岸
河
川
敷

に
お
い
て
、
水
防
管
理
団
体
、
流
域
住

民
の
方
等
、
約
二
千
四
百
人
の
参
加
の

も
と
、｢

平
成
二
十
一
年
度
物
部
川
・
仁

淀
川
水
防
演
習｣

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
は
、
関
係
機
関
の
よ
り
一
層
の

連
携
強
化
を
目
的
に
「
物
部
川
・
仁
淀

川
水
防
演
習
実
行
委
員
会
」
を
組
織
し

た
初
め
て
の
水
防
演
習
と
な
り
ま
し
た
。 

 

本
演
習
で
は
、
洪
水
と
地
震
が
ほ
ぼ

同
時
に
発
生
し
た
と
の
想
定
で
、
国
土

交
通
省
、
高
知
県
、
水
防
管
理
団
体
で

あ
る
地
元
市
町
村
と
各
水
防
（
消
防
）

団
、
警
察
、
陸
上
自
衛
隊
、
日
本
赤
十

字
社
、
四
国
電
力
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
が
、

物
部
川
の
洪
水
被
害
の
防
止
・
軽
減
、

早
期
復
旧
の
た
め
の
水
防
工
法
の
習
得
、

情
報
伝
達
、
人
命
救
助
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
復
旧
訓
練
を
中
心
に
行
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
地
域
住
民
に
も
各
自
で
で
き

る
水
防
活
動
を
体
験
し
て
も
ら
う
た
め
、

自
主
防
災
組
織
や
高
知
大
学
、
高
知
工

科
大
学
、
高
知
工
業
高
等
専
門
学
校
に

も
水
防
班
を
構
成
し
、
水
防
工
法
訓
練

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
さ
ら
に
、
地
元
の
日
章
小
学
校
、
大

湊
小
学
校
児
童
に
よ
る
水
中
歩
行
訓
練
、

日
赤
及
び
高
知
大
学
医
学
部
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ

(

災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
）
に
は
、
同
時

に
多
発
し
た
負
傷
者
の
人
命
を
救
う
た

め
に
、
治
療
の
優
先
度
を
決
定
す
る
ト

リ
ア
ー
ジ
訓
練
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

 

 

河
川
水
難
事
故
防
止
週
間(

７
月
１
日

～
７
月
７
日)

を
設
定 

  

平
成
二
十
年
七
月
二
十
八
日
の
局
地

的
豪
雨
に
よ
り
、
兵
庫
県
都
賀
川
の
水

位
が
十
分
間
に
一
・
三
四
メ
ー
ト
ル
も

上
昇
し
、
児
童
を
含
む
五
名
が
死
亡
、

十
一
名
が
救
助
、
四
十
一
名
が
避
難
す

る
河
川
水
難
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
を
受
け
、
学
識
経
験
者
や
地
方

自
治
体
等
の
関
係
者
十
名
で
構
成
す
る

「
中
小
河
川
に
お
け
る
水
難
事
故
防
止

策
検
討
Ｗ
Ｇ
」
が
九
月
八
日
に
発
足
し
、

検
討
を
重
ね
た
結
果
、
事
故
防
止
に
は
、 

一
、
平
常
時
の
啓
発 

二
、
河
川
利
用
時
の
情
報
提
供 

三
、
避
難
支
援
施
設
・
器
具
の
設
置 

四
、
関
係
機
関
・
地
域
と
の
連
携 

五
、
流
域
対
策
が
必
要 

と
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。 

 

こ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
国

土
交
通
省
で
は
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
、

河
川
愛
護
月
間
中
の
七
月
一
日
か
ら
七

日
の
一
週
間
を
「
河
川
水
難
事
故
防
止

週
間
」
と
し
、
毎
年
継
続
的
に
水
難
事

故
防
止
の
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。 

 

啓
発
に
関
す
る
具
体
的
な
取
り
組
み

と
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
、

ポ
ス
タ
ー
や
標
語
等
の
募
集
、
一
般
か

ら
小
学
生
を
対
象
と
し
た
河
川
水
難
事

故
防
止
に
関
す
る
出
前
講
座
の
実
施
等

を
考
え
て
い
ま
す
。 

 

み
な
さ
ん
も
河
川
に
お
け
る
危
険
性

を
十
分
に
理
解
の
上
、
安
全
で
楽
し
く

河
川
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

河
川
水
難
事
故
防
止
啓
発
活
動 

「
指
導
者
育
成
講
座
」
実
施 

  

香
川
河
川
国
道
事
務
所
と
香
川
県
で

は
、
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
新
た
に
設

け
ら
れ
た
「
河
川
水
難
事
故
防
止
週
間
」

の
取
り
組
み
と
し
て
、
九
月
十
六
日
、

国
・
自
治
体
職
員
（
香
川
県
、
丸
亀
市
、

ま
ん
の
う
町
）
の
二
十
一
名
を
対
象
に
、

河
川
水
難
事
故
防
止
啓
発
活
動
の
「
指

導
者
育
成
講
座
」
を
実
施
し
ま
し
た
。 

講
義
は
丸
亀
市
水
防
セ
ン
タ
ー
で
、

実
技
は
土
器
川
潮
止
堰
で
行
い
ま
し
た
。 

 

講
師
に
、
川
を
中
心
に
野
外
活
動
に

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
福
山
平
成
大
学

の
小
谷
教
授
を
お
迎
え
し
、
ま
ず
水
難

事
故
に
関
す
る
基
礎
知
識
、
水
難
事
故

の
実
態
、
川
の
リ
ス
ク
、
事
前
に
収
集

す
べ
き
情
報
等
に
つ
い
て
、
講
義
を
受

け
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
潮
止
堰
に
移
動
し
、
実
技

講
習
と
し
て
、
川
で
流
さ
れ
た
人
を
救

助
す
る
た
め
の
ス
ロ
ー
バ
ッ
ク
（
水
難

事
故
発
生
時
の
救
助
用
ロ
ー
プ
）
の
投

げ
方
、
受
け
方
、
実
際
川
の
中
で
の
ス

ロ
ー
バ
ッ
ク
を
使
っ
た
救
助
訓
練
や
流

さ
れ
た
時
の
安
全
な
岸
へ
の
た
ど
り
着

き
方
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
加
え
て
、

堰
に
よ
り
水
の
流
れ
が
な
か
っ
た
た
め
、

陸
上
で
浅
瀬
横
断
の
体
験
を
し
た
り
、

ズ
ボ
ン
や
レ
ジ
袋
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

使
っ
た
浮
き
方
、
堰
の
直
下
で
水
に
巻

き
込
ま
れ
た
時
の
脱
出
方
法
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。 

 

小
谷
先
生
が
、｢

こ
の
講
習
で
川
で
自

分
の
身
を
守
る
こ
と
は
勿
論
、
子
供
た

▲おはなはん通りでの通水式  

 
▼きれいになった水路を  

飾る竹のプランター

▲漏水の吹出口に土嚢を積み貯水し、 

その水圧で噴出を抑える漏水対策工

(釜段工) 



ち
が
川
で
水
難
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
る

こ
と
な
く
安
全
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た

め
の
指
導
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
く

だ
さ
い｣
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
の
指
導
者
育
成
講
座
を
受
講
し

た
方
か
ら
、
職
場
に
、
そ
し
て
地
域
に

「
水
難
事
故
防
止
の
取
り
組
み
」
が
拡

が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

 

   

第
十
回 

川
で
の
福
祉
と
教
育
の
全
国

大
会
in
徳
島
開
催 

  

十
月
九
日
か
ら
十
一
日
に
か
け
、
徳

島
市
内
を
会
場
に
「
第
十
回 

川
で
の
福

祉
と
教
育
の
全
国
大
会
in
徳
島
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
大
会
は
、｢

地
域
再
生
は
水
辺
か

ら
」
を
テ
ー
マ
に
、
全
国
の
川
で
活
動

を
行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
福
祉
・

医
療
・
教
育
・
行
政
等
の
関
係
者
が
、

川
に
お
け
る
福
祉
や
教
育
分
野
へ
の
効

果
等
に
つ
い
て
、
事
例
報
告
や
意
見
交

換
を
行
い
、
川
の
利
用
促
進
を
図
る
と

と
も
に
、
本
県
に
お
け
る
活
動
を
全
国

に
情
報
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ

れ
、
全
国
各
地
か
ら
六
百
名
を
超
え
る

人
々
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

一
日
目
は
、
開
会
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
「
新
町
川
ひ
ょ
う
た
ん
島
ク
ル
ー

ジ
ン
グ
」
を
、
二
日
目
は
、
第
一
部
「
川

で
遊
び
・
学
ぶ
体
験
学
習
」
、
第
二
部

「
報
告
会
と
基
調
講
演
」
、
第
三
部
「
分

科
会
」
、
第
四
部
「
交
流
会
」
を
、
三

日
目
は
、
第
五
部
「
意
見
発
表
・
分
科

会
報
告
・
総
括
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
」
を
行
い
ま
し
た
。 

 

第
一
部
の
「
川
で
遊
び
・
学
ぶ
体
験

学
習
」
で
は
、
小
学
生
を
対
象
に
、
川

で
の
安
全
講
習
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

カ
ヌ
ー
・
ボ
ー
ト
乗
り
体
験
と
自
然
観

察
会
の
二
コ
ー
ス
を
実
施
し
、
川
の
楽

し
さ
だ
け
で
な
く
、
川
の
怖
さ
と
そ
の

対
処
法
に
つ
い
て
も
学
習
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。 

 

ま
た
、
基
調
講
演
・
分
科
会
・
意
見

発
表
で
は
、
徳
島
で
の
川
づ
く
り
に
つ

い
て
の
報
告
や
、
全
国
各
地
の
川
の
利

用
促
進
等
に
対
す
る
意
見
交
換
、
小
学

生
の
川
へ
の
思
い
や
意
見
発
表
、
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ
れ
、

川
に
お
け
る
福
祉
・
教
育
分
野
等
に
関

す
る
様
々
な
意
見
や
取
り
組
み
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。 

 

本
大
会
を
通
し
て
、
川
の
持
つ
福
祉

や
教
育
分
野
へ
の
効
果
等
に
つ
い
て
、

そ
の
情
報
を
た
く
さ
ん
の
方
々
に
発
信

で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

 

 
 

 
 

  

朝
霧
湖
・
野
村
ダ
ム
湖
畔
の 

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン 

  

野
村
ダ
ム
左
岸
公
園
に
お
い
て
、
十

二
月
十
一
日
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点

灯
式
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

野
村
ダ
ム
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、

平
成
六
年
よ
り
野
村
ダ
ム
管
理
所
が
実

施
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
年
に

は
一
時
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

平
成
二
十
一
年
、
多
く
の
人
た
ち
か
ら

の
再
開
を
望
む
声
を
受
け
、
地
元
各
種

団
体
や
住
民
ら
に
よ
り
、
新
た
に
「
朝

霧
ロ
ー
ド
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
実
行
委

員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
復
活
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

 

点
灯
式
で
は
、
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を

合
図
に
、
野
村
町
内
の
小
学
生
に
よ
り

約
三
万
個
の
電
球
に
明
か
り
が
点
さ
れ

る
と
、
公
園
全
体
が
幻
想
的
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

 

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
今
年
一
月
十

七
日
ま
で
点
灯
さ
れ
、
多
く
の
人
た
ち

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
野
村

ダ
ム
管
理
用
の
水
力
発
電
・
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
ま
し
た
。 

 

 

 

 

     

▲スローバックを使った救助訓練  

▲小学生による意見発表会  

▲ファンタスティックな野村ダム  
湖畔のイルミネーション  

▼朝霧湖の看板もライトアップ  



     

平
成
二
十
一
年
度
の
総
会
を
七
月
三
日
、
高
松
市
に
お

い
て
、
会
員
百
八
十
六
名
の
う
ち
五
十
一
名
が
出
席
、
百

一
名
の
委
任
状
を
も
っ
て
開
催
し
ま
し
た
。 

 
                    

１ 

平
成
二
十
年
度
事
業
報
告 

 

(１)
会
議 

 
 

①
運
営
幹
事
会 

 
 
 

開
催
日
／
平
成
二
十
年
四
月
二
十
四
日(

木) 
 
 
 

場 

所
／
高
松
市 

四
国
建
設
弘
済
会 

 
 
 

議 

題
／
役
員
会･

総
会
開
催
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 

そ
の
他 

 
 
 

 
    

開
催
日
／
平
成
二
十
一
年
三
月
五
日(

木)

～ 

十
二
日(

木) 
 
 
 

場 

所
／
持
ち
回
り
会
議 

 
 
 

議 

題
／
平
成
二
十
一
年
度
助
成
事
業
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 

そ
の
他 

 
 

②
役
員
会 

 
 
 

開
催
日
／
平
成
二
十
年
五
月
十
三
日(

火) 
 
 
 

場 

所
／
高
松
市 

マ
リ
ン
パ
レ
ス
さ
ぬ
き 

      

議 

題
／
平
成
二
十
年
度
総
会
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 

そ
の
他 

 
 

③
総
会 

 
 
 

開
催
日
／
平
成
二
十
年
六
月
二
十
四
日(

火) 
 
 
 

場 

所
／
高
松
市 

マ
リ
ン
パ
レ
ス
さ
ぬ
き 
 
 
 

議 

題
／
平
成
十
九
年
度
事
業
報
告 

 
 
 
 
 
 
 

平
成
十
九
年
度
決
算
報
告･

監
査
報
告 

 
 
 
 
 
 
 

平
成
二
十
年
度
事
業
計
画(

案)･

予
算(

案) 

役
員
の
改
選 

 
 

④
審
査
委
員
会 

 
 
 

開
催
日
／
平
成
二
十
年
十
二
月
五
日(

金)

～ 
十
日(
水) 

 
 
 

場 

所
／
持
ち
回
り
会
議 

 
 
 

議 

題
／
審
査
委
員
会
に
よ
る
新
規
入
会
審
議
等 

 
 
 
 
 
 
 

(

一
般
会
員
五
名) 

  

(２)
広
報
誌
・
機
関
誌
の
発
行 

 
 

①
広
報
誌
『
あ
め
ん
ぼ
』
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版 

 
 
 

発
行
／
平
成
二
十
年
十
月 

 
 

②
機
関
誌
『
水
紋
』
Ｖ
ｏ
ｌ
27 

 
 
 

発
行
／
平
成
二
十
年
十
一
月 

 

千
百
部
制
作 

 

 

(３)
広
報
事
業
と
助
成
事
業 

                                   

区分 イベント名 河川名 場   所 主 催 者 実 施 状 況 

広報 

事業 

第 26回 

ファミリーハゼ釣り大会 
吉野川 

名田橋～ 

吉野川河口一帯 

徳島県釣連盟 

四国の川を考える会 

平成20年10月12日(日)

485名参加 

那賀川源流碑開き 那賀川 
那賀川源流碑及び 

源流モニュメント 
那賀川アフターフォーラム 

平成20年4月20日(日) 

185名参加 

桑野川アドプト 桑野川 桑野川河川敷 富岡児童クラブ 
平成20年6月15日(日) 

63名参加 

重信川クリーン大作戦 重信川 重信川流域 
重信川の自然をはぐくむ会 

重信川エコリーダー 

平成20年10月18日(土)

408名参加 

土器川生物公園魚類調査 

及び清掃 
土器川 土器川生物公園 土器川生物研究会 

平成20年9月27日(土) 

平成21年3月28日(土) 

35名参加／回 

 

 

助 

 

成 

 

事 

 

業 

肱川流域会議｢水中めがね｣に 

よる流域での取り組み活動 
肱 川 

肱川流域 

矢落川･肱川･東大洲地区

肱東中学校 

肱川風の博物館 

肱川流域会議水中めがね 

平成20年4月5日(土) 

平成21年1月31日(土) 

50名～150名参加 

平
成
二
十
一
年
度 

総 

会 

報 

告        
[

四
国
の
川
を
考
え
る
会
事
務
局]
 

 

四
国
の
川
を
考
え
る
会 

平
成
二
十
一
年
度
総
会
次
第 

 

一
、
開
会 

一
、
会
長
挨
拶 

一
、
来
賓
挨
拶 

一
、
議
事 

１ 

平
成
二
十
年
度
事
業
報
告 

２ 

平
成
二
十
年
度
決
算
報
告･

監
査
報
告 

３ 

平
成
二
十
一
年
度
事
業
計
画(

案)･

予
算(

案) 

４ 

役
員
の
改
選 

５ 

そ
の
他(

会
則
の
改
正) 

一
、
閉
会 

一
、
講
演 

「
四
国
の
水
問
題
研
究
会(

中
間
と
り
ま
と
め)

に
つ
い
て
」

 
 
 
 

  

四
国
地
方
整
備
局 

企
画
部
長 

小 

池  

剛 

氏 



２ 

平
成
二
十
年
度
監
査
報
告 

監
査
報
告 

 
決
算
期
間 

自 

平
成
二
十
年
四
月
一
日 

至 

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日 
 

 
 

３ 

平
成
二
十
一
年
度
事
業
計
画(

案) 
 

(１)
事
業
計
画(

案) 
 
 

①
機
関
紙
『
水
紋
』
を
発
行 

 
 

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、
広
報
誌
『
あ
め
ん
ぼ
』

の
情
報
発
信
を
行
う
。 

 
 

③
広
報
事
業
と
し
て
「
吉
野
川
フ
ァ
ミ
リ
ー
ハ
ゼ
釣

り
大
会
」
を
行
う
。 

 
 

④
助
成
事
業
と
し
て
数
件
の
助
成
を
行
う
。 

 
 

⑤
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
へ
の
参
加 

 
 
 

会
の
目
的
に
あ
っ
た
も
の
に
参
加
す
る
。 

 

 
(

１)

‐
③･

④
広
報
事
業
と
助
成
事
業(

案) 

４ 

役
員
の
改
選  

●

役
員 

   
 

 
    

 
 

平成20年度監査報告 
｢四国の川を考える会｣会則第11条4項の規定により、 

監査を執行したので報告する 

 
記 

監査執行日 平成21年4月9日 

監 査 内 容 平成20年度本会経理状況 

意見 本会会計に係わる収入及び支出の状況並びに 

各帳簿書類は正確であり、金銭残高については、 

貯金通帳と合致していることを認める。 

 
監事 香川県河川協会 下村 健次 

       電源開発㈱西日本支店 井関 晴夫 

 

  
区分 イ ベ ン ト 名 河 川 名・場 所 主    催 開 催 日 

広報 

事業 

 

第 27 回 

ファミリーハゼ釣り大会 

 

吉野川 

名田橋～吉野川河口一帯 

徳島県釣連盟 

四国の川を考える会 
平成21年10月11日(日)

 

那賀川源流碑開き 

 

那賀川 

那賀川源流碑及び 

源流モニュメント周辺 

那賀川アフターフォーラム 平成21年4月19日(日) 

 

土器川生物公園生物調査 

及び清掃 

 

土器川 

土器川生物公園周辺 
土器川生物研究会 

平成21年7月～8月 

平成22年2月～3月 

助 

 

成 

 

事 

 

業 

 

重信川クリーン大作戦 

 

 

重信川 

重信川流域 

重信川の自然をはぐくむ会 

重信川エコリーダー 

平成21年6月6日(土) 

平成21年10月17日(土)

監 

事 

理 

事 

顧 

問 

副
会
長 

会 

長 

役 

職 

井
関 

晴
夫 

下
村 

健
次 

小
野 

重
充 

満
石 

孝
治 

森
澤 

律
仁 

福
田 

昌
史 

公
文 

洽
夫 

菊
池 

弘
美 

井
下 

俊
作 

三
井  

宏 

石
破 

弘
道 

鈴
木 

幸
一 

電
源
開
発
㈱
西
日
本
支
店 

支
店
長
代
理 

香
川
県
河
川
協
会
事
務
局 

㈶
河
川
情
報
セ
ン
タ
ー 

高
松
セ
ン
タ
ー
所
長 

四
国
電
力
㈱
電
力
輸
送
本
部
水
力
部 

副
部
長
兼
総
括
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー 

四
国
治
水
期
成
同
盟
連
合
会
幹
事
長 

㈳
四
国
建
設
弘
済
会
理
事
長 

佐
藤
工
業
㈱
四
国
支
店 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
そ
れ
い
け
夢
工
房
代
表 

四
国
大
学
短
期
大
学
部
教
授 

徳
島
大
学
名
誉
教
授 

元
㈱
四
電
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト 

常
務
取
締
役 

愛
媛
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科 

教
授 

役 
 
 

員 
 
 

名 

［ 

訃 

報 

の 

お 

知 

ら 

せ 

］ 

 
 

理
事
の
徳
島
大
学
大
学
院
教
授･

岡
部
健
士
様
が
、 

 

平
成
二
十
一
年
十
一
月
三
十
日
に
ご
逝
去
な
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

岡
部
様
の
ご
逝
去
を
悼
み
、
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ 

ま
す
と
と
も
に
、
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 



 

●

運
営
幹
事 

  

●

参
与 

      

【 

新 

役 

員 

か 

ら 

一 

言 

】 

 

◆
理
事 

㈶
河
川
情
報
セ
ン
タ
ー
高
松
セ
ン
タ
ー
所
長 

小
野 

重
充 

 

五
月
よ
り
㈶
河
川
情
報
セ
ン
タ
ー
高
松
セ
ン
タ
ー
所
長

に
な
り
ま
し
た
小
野
で
す
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

 

私
は
四
万
十
川
の
川
縁
で
育
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
台

風
等
に
よ
る
増
水
の
迫
力
、
ま
た
水
遊
び
、
鮎
エ
ビ
漁
な

ど
、川
の
楽
し
さ
を
子
供
の
頃
よ
り
味
わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

こ
の
度
、
「
四
国
の
川
を
考
え
る
会
」
の
一
員
に
な
っ
た

の
を
機
会
に
、
ま
た
、
新
た
に
川
に
つ
い
て
私
な
り
に
考

え
な
が
ら
、
皆
様
と
共
に
四
国
の
よ
り
よ
い
川
の
姿
を
求

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。 

 

◆
運
営
幹
事
・
参
与 

四
国
地
方
整
備
局
河
川
部
河
川
情
報
管
理
官 

藤
山 

究 

 
こ
の
度
、
運
営
幹
事
・
参
与
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
藤
山
で
す
。 

長
期
的
な
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
り
、
洪
水
や
渇
水
に

よ
る
被
害
が
発
生
す
る
リ
ス
ク
は
益
々
高
く
な
る
事
が
予

測
さ
れ
て
い
る
状
況
の
も
と
で
、
四
国
地
方
に
お
い
て
も

度
重
な
る
浸
水
被
害
や
渇
水
が
頻
発
し
て
お
り
、
こ
れ
ら

に
対
す
る
適
切
な
対
応
を
図
っ
て
い
く
必
要
性
が
あ
り
ま

す
。 一

方
、
「
今
後
の
治
水
対
策
の
あ
り
方
に
関
す
る
有
識

者
会
議
」
に
お
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
ダ
ム
に
頼
ら
な
い

治
水
に
つ
い
て
の
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
河
川
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
先
行
き

不
透
明
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の
意
見
を
よ
く

聞
き
、
説
明
責
任
を
果
た
し
な
が
ら
連
携
し
、
よ
り
良
い

河
川
に
支
え
ら
れ
た
安
全
・
安
心
で
潤
い
の
あ
る
四
国
を

子
供
た
ち
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
、
こ
の
会
の
活
動

を
通
し
て
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

  
 
 

 
  

 
 
 

 
                               

藤
山 

 

究 

公
文 

洽
夫 

尼
子   

進 

井
関 

晴
夫 

工
藤 

建
夫 

満
石 
孝
治 

四
国
地
方
整
備
局
河
川
部
河
川
情
報
管
理
官 

佐
藤
工
業
㈱
四
国
支
店 

香
川
県
土
木
部
河
川
砂
防
課
長 

電
源
開
発
㈱
西
日
本
支
店 

支
店
長
代
理 

㈳
四
国
建
設
弘
済
会
専
務
理
事 

四
国
電
力
㈱
電
力
輸
送
本
部
水
力
部 

副
部
長
兼
総
括
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー 

運 

営 

幹 

事 

名 

藤
山 

 

究 

平
田 

幸
成 

別
府
征
二
郎 

尼
子   

進 

森
兼
永
一
郎 

四
国
地
方
整
備
局
河
川
部
河
川
情
報
管
理
官 

高
知
県
土
木
部
河
川
課
長 

愛
媛
県
土
木
部
河
川
課
長 

香
川
県
土
木
部
河
川
砂
防
課
長 

徳
島
県
県
土
整
備
部
河
川
整
備
課
長 

参 
 
 

与 
 
 

名 

川 

の 

雑 

学 

 
｢

川
の
せ
せ
ら
ぎ
で 

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン｣ 

 
 

川
の
せ
せ
ら
ぎ
や
滝
の
音
に
耳
を
澄
ま

す
と
、
な
ぜ
か
心
が
落
ち
着
き
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
規
則
正
し
い
音
と
不
規
則
な

音
が
ち
ょ
う
ど
い
い
具
合
に
調
和
し
て
い

る
か
ら
で
、
実
は
、
電
気
的
導
体
に
電
流

を
流
す
と
、
そ
の
抵
抗
値
が
一
定
で
は
な

く
、
不
安
定
に
ゆ
ら
い
で
い
る｢

１
／
ｆ
ゆ

ら
ぎ｣

に
そ
の
正
体
が
あ
る
よ
う
で
す
。 

 

人
の
心
臓
の
鼓
動
に
も
ゆ
ら
ぎ
が
見
ら

れ
、
人
間
の
体
の
リ
ズ
ム
そ
の
も
の
が｢

１

／
ｆ
ゆ
ら
ぎ｣

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

「
１
／
ｆ
ゆ
ら
ぎ｣

が
人
に
快
適
感
を
与

え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

先
人
た
ち
は
水
を
求
め
、
川
に
寄
り
添

う
よ
う
に
し
て
集
落
を
作
り
住
ん
で
い
ま

し
た
。
生
活
の
中
に
川
の
せ
せ
ら
ぎ
が
当

然
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
と
し
て
流
れ
て
い
ま
し
た
。

｢

１
／
ｆ
ゆ
ら
ぎ｣

の
中
で
暮
ら
し
て
い
た

と
言
え
ま
す
。
川
は
自
分
た
ち
の
生
命
を

守
っ
て
く
れ
る
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、

共
同
体
に
住
む
人
々
の
心
を
癒
や
し
、
平

和
な
日
々
を
も
た
ら
す
こ
と
に
気
付
い
て

い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 



 
                                   

 

編 

集 

室 

か 

ら 

   
 

広
報
誌
「
水
紋
」
が
ｗ
ｅ
ｂ
版
に 

 
 
 

平
成
五
年
十
二
月
に
創
刊
号
を
発
行
し
、 

 
 

今
回
で
二
十
八
号
を
迎
え
る
「
水
紋
」
も
、 

 
 

時
代
の
流
れ
に
伴
い
、
こ
の
度
、
ｗ
ｅ
ｂ
版 

 
 

に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。 

 
 
 

こ
れ
か
ら
も
、
水
紋
が
広
が
る
よ
う
に
、 

会
員
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪
を 

広
め
て
い
き
ま
す
。 

  

〈
記
事
の
転
用
に
つ
い
て
〉 

 
 
 

当
協
会
が
制
作
し
て
お
り
ま
す
ｗ
ｅ
ｂ
版 

の｢

水
紋
」
「
あ
め
ん
ぼ
」
の
記
事
を
社
内
報
、

ミ
ニ
コ
ミ
紙
等
に
転
用
し
た
い
方
は
事
務
局 

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
歓
迎
い
た
し
ま
す
。 

  

〈
一
般
会
員
の
募
集
に
つ
い
て
〉 

 
 
 

当
会
で
は
、
会
員
の
推
薦
に
よ
り
、
随
時 

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
勧
誘
・
推
薦
を 

お
願
い
し
ま
す
。 

 

入
会
の
申
し
込
み
用
紙
は
事
務
局
に
あ
り 

ま
す
の
で
、
電
話
等
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。 

平
成
二
十
一
年
六
月
末
現
在
の
会
員
は
、

八
十
七
名
で
す
。 

  

◇
お
問
い
合
わ
せ
先 

 
 

四
国
の
川
を
考
え
る
会 

会
報
担
当
ま
で 

 
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
８
７(

８
２
２)

１
１
７
７ 

 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
８
７(

８
２
３)

８
５
６
９ 

 
  

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス 

 
 

  http://w
w

w.shikoku

‐river.net 




